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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、第Ⅰ部・源氏物語河内本の研究 第Ⅱ部・源氏物語定家本の研究、第Ⅲ部・
伊勢物語の研究、第Ⅳ部・古注釈書類の研究の 4 部から構成されている。 
第Ⅰ部では、源氏物語伝本のうち河内本の本文を伝えるとされる尾州家本などの諸本や、
関連する多くの伝本の本文を詳細に検討し、それぞれの本の性格や相互の連関について具
体的かつ詳細に論じ、河内本諸本や一部の別本の本文の性格について、多くの新しい知見
を提示している。 
第Ⅱ部では、源氏物語本文として現在一般に用いられている定家本について、定家自筆
本、明融本をはじめとする数多くの伝本を取り上げ、さまざまな視点からそれらの本文に
ついて分析している。とりわけ、本文の異同だけでなく音便、漢字と仮名の表記、目移り
による本文脱落などを手がかりに伝本相互の関係を洗い出してゆく手法は新しく、強い説
得力を持っている。現在、刊行される注釈書の底本として用いられることが多い大島本に
ついても、その手法も使った著者独自の見解が明確に述べられており、今後刊行される源
氏物語の本文整定に対しても有意義な研究成果となっている。   
第Ⅲ部は、伊勢物語の伝本についての考察で、特に建仁二年定家本については重要な発
見が報告されている。また、室町時代の正徹などに由来する伝本が音便や表記などについ
て特徴的な共通点を有することから、それらが本来親しい相互関係にあったことが明らか
にされているが、このことが特に第Ⅱ部の考察の大きな手がかりになったことが述べられ、
著者の新しい方法論の由来が示されている。 
第Ⅳ部は、源氏物語の古注釈書および享受資料に関する研究で、いくつかの重要な論考
が含まれており、第Ⅰ部・第Ⅱ部の内容とも密接な関わりを有している。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は、源氏物語や伊勢物語の研究、とりわけ源氏物語の文献学的方面の研究を大き
く進展させる論文であり、『河内本源氏物語校異集成』『伊勢物語校異集成』など加藤氏の
他の業績とも合わせて、池田亀鑑氏の『校異源氏物語』『源氏物語大成』を越える画期的な
ものとして高い価値を有している。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
